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 ＭＩＣＥとは、企業等の会議（Meeting）、企業の行う報奨・研修旅

行（Incentive Travel）、国際機関・団体、学会等が行う国際会議

（ Convention ） 、 展 示 会 ・ 見 本 市 ・ 商 談 会 や イ ベ ン ト

（Exhibition/Event）を総称した造語で、企業・組織が課題の解決を

目的に開催するという点で、一般観光とは明確に性質が異なるもの

として定義されています。 

 

 また、ＭＩＣＥの昨今のトレンドとして、企業が社員報奨旅行を兼ね

て社員ミーティングを行ったり、国際会議において小規模な展示会

が開催されたりする等、単純に分類できない複合的な概念となって

います。 

 
 
  

ＭＩＣＥとは何ですか。 

  

  Convention 
国際団体、学会、協会が主催する 
総会、学術会議 等 
 
開催事例 ：九州・沖縄サミット 
      国際医療学会 
主な参加者：政府関係者、大学関係者 

Exhibition/Ｅvent 
文化・スポーツイベント、 
展示会・見本市 等 
 
開催事例 ：国際映画祭 
      モーターショー 
主な参加者：企業、県民 

Incentive(Travel) 
企業が従業員や代理店等の表彰や研修
の目的で実施する旅行 等 
 
開催事例 ：優秀社員に対する表彰式 
      企業報奨・研修旅行 
主な参加者：企業の社員 

Meeting 
企業等のミーティング 
企業等の株主総会 等 
 
開催事例 ：投資家向け金融セミナー 
      グループ企業の役員会議 
主な参加者：企業の社員 
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 観光リゾート産業の高付加価値化 

 ＭＩＣＥは、参加者による消費支出に加え、主催者等による会議

運営、宿泊、飲食・レセプション、交通等に係る事業支出があり、

ＭＩＣＥ開催前後に観光を楽しむ人も多いため、経済・消費活動の

裾野が広く、周辺地域も含めて大きな経済効果を生み出すこと

が期待されます。 

 また、ＭＩＣＥは、航空運賃や宿泊代が割高な観光ピーク時や

休日を避けて開催される傾向にあり、沖縄観光の閑散期にＭＩＣＥ

を積極的に誘致することで、入域観光客数が平準化され、通年

雇用による雇用の安定化に寄与することが期待されます。 

 

 産業競争力や都市ブランド力の向上 

 世界的にも知名度の高いＭＩＣＥが開催されることにより、国際

都市としてのブランドが向上するというメリットがあります。 

 また、ＭＩＣＥが持つプラットフォーム機能を沖縄の各産業分野

の成長実現の手段として積極的に活用することにより、国内外の

参加者のネットワーク構築や産業分野における技術革新、企業

集積等が促進されます。 

 

 地域・住民へもたらされる効果 

 海外からのＭＩＣＥ参加者と地域が積極的に交流することで、異

文化理解の促進や国際的な慣習等を理解し、地域のグローバル

化の進展が期待できます。 

   また、ＭＩＣＥを通じたまちづくりに地域全体で取り組むことで、

交通利便性の向上や商業施設の充実など、地域の賑わい創出に

つながるだけでなく、地域住民のホスピタリティや開催地として

の魅力が国内外からの参加者を通じて世界に情報発信される機

会が増えるため、地域の認知度が高まる効果も期待されます。 

なぜＭＩＣＥを沖縄に誘致するのですか。 
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 沖縄県内のＭＩＣＥ開催件数は増加傾向にあり、２０１６年には過去

最多の１，１７７件が開催されました。 

 

 内訳は、インセンティブ旅行が６４２件（５５％）、ミーティングが

240 件（20％）、コンベンションが１７７件（15％）、展示会・イベントが

１１８件（10％）となっています。 

 

 沖縄の観光リゾート地としての実績や認知度から、インセンティブ

旅行の開催割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
「沖縄ＭＩＣＥ振興戦略」より 

県内ではどのようなＭＩＣＥがどれくらい開催 
されていますか。 

■ ＭＩＣＥ開催実績の推移 ■ 参加人数別開催実績の内訳（2016 年） 

合計：1,177件 

開催事例 区分 主な会場
参加者数

（うち海外）
ライオンズクラブ国際協会337－D地区

第62回地区年次大会
M てぃるる 800人

大手電機メーカーグループ
スマートソリューションセミナー

M 沖縄コンベンションセンター 130人

大手建設機械メーカーディーラー会議 M 万国津梁館 176人

フランス最大大手レンズメーカー
取引先招待旅行

I
クラブメット・カビラ

（石垣市）
65人

（65人）

大手自動車メーカー周年記念旅行 I
万国津梁館
ブセナテラス

948人

第21回国際脳腫瘍治療研究会議 C 万国津梁館
912人

（572人）

アジア弁理士協会総会 C 沖縄コンベンションセンター
1,565人

（1,300人）

第70回国立病院総合医学会 C 沖縄コンベンションセンター 7,000人

第３回沖縄大交易会 E 沖縄コンベンションセンター
2,200人
（200人）

第７回万国津梁大異業種交流会 E 沖縄セルラーパーク那覇
2,000人
（300人）

■ 沖縄県内で開催されたＭＩＣＥ開催事例一覧(平成 28 年) 
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 沖縄県内では、沖縄コンベンションセンター（宜野湾市）や、九

州・沖縄サミットでメイン会場となった万国津梁館（名護市）、世界

各国から研究者が集まる沖縄科学技術大学院大学（恩納村）を中心

に、様々な分野のＭＩＣＥが開催されています。 

 

 さらに、ホテルにおいても、インセンティブ旅行を中心に企業ミー

ティングや各種会議、研修などが開催されています。 

 

 市町村別では、沖縄県立博物館・美術館、沖縄県市町村自治会

館、那覇市ぶんかテンブス館等の会議施設や多くのホテルが集積し

ている那覇市で最も多く開催されており、次いで名護市、宜野湾市、

恩納村の順となっています。 

 

  

県内ではどのような場所でＭＩＣＥが開催され
ていますか。 
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「沖縄ＭＩＣＥ振興戦略」より 

■ 各エリアの主なコンベンション施設 

＊2017 年 6 月現在で計画段階の施設 

※1 収容人員が 150 人以上のホテル施設が対象 
※2 シアター形式で 50 人以上収容可能なホテル・パーティー会場場が対象 

■ 各エリアのホテル集積状況（2016 年 12 月 31 日時点） 


